
2-1 JSXの基礎CHAPTER 2 コンポーネント

	 2-1-1	 JSX の特徴

「ハロー　JSX！」の作成

　アプリのメイン画面を作るファイル「App.jsx」を修正して、「ハロー　JSX！」と表示してみま
しょう。

対象プロジェクト study-react-app

対象ファイル src / App.jsx

　対象ファイルの内容をリスト2.1のように書き換えてください。これが、はじめてのReactコン

ポーネントの作成になります。

 リスト2.1 　App.jsx ①

　ソースコードの重要点を以下に示します。

行 記述 内容

1 import “./App.css”; スタイルの読み込み

「import」は JavaScriptやReactで他のファイルや機能を読み込む指示です。App.cssは、
主にAppコンポーネント用の見た目（デザイン）を決めるためのファイルです

001:

002:

003:

004:

005:

006:

007:

008:

import “./App.css”;

function App() {

  return (

    <h1>ハロー　JSX！</h1>

  );

}

export default App;

行 記述 内容

3、7 function App() { ... } 関数コンポーネントの定義

Reactでは画面の部品を「関数」として作ります。関数名は大文字で始めます

4 return ( ... ) JSXを返す

JSX（HTMLに似た構文）で画面の見た目を記述します。JSXは、必ず returnで囲む必要が
あります

5 <h1>ハロー JSX！</h1> 見出し要素を表示

これは画面に表示されるHTMLタグになります

8 export default App; コンポーネントを外部に公開

他のファイルから、このAppを使えるようにします。exportについては後でコラムで説明し
ます

　4行目からはじまる「return (　)」と書いている部分が「JSX」で画面の見た目を返す部分です。
カッコ「(　)」の中に JSXで画面の見た目を記述することで、JavaScript に「これを返すよ」と明確
に伝えています。
　JSXが1行で完結する場合は、カッコ「(　)」を省略することもできますが、最初のうちは細か
いルールを気にしないで「return のあとは (　) で囲って JSXで画面の見た目を書く」ようにしま
しょう。その方がミスも起きにくく、読みやすくて安全です。
　以下はカッコ「(　)」を省略した場合の記述方法ですが今は無理に覚える必要はありません。

動作確認（JSX）
　開発サーバーが起動していることを確認し、ブラウザで「http://localhost:5173/」にアクセス
しましょう。開発サーバーが動いてない場合はターミナルで「npm run dev」コマンドを実行し
てください。画面に JSXで記述した「ハロー　JSX！」が表示されます。

 図2.1 　画面確認 ①（JSX）

スタイルの作成（style属性）

　次は、style属性（HTMLタグにデザインのスタイルを直接指定する場所）を利用して色をつけ
てみましょう。対象ファイル「App.jsx」の内容をリスト2.2の記述に修正してください。

return <h1>ハロー　JSX！</h1>;

2-1
SEC TION

JSXの基礎

Reactでは、JSX（ジェイエスエックス）という特別な書き方を使って画面を作ります。
記述方法の見た目はHTMLにそっくりですが、実はJavaScriptの中でUIを作るための
特別な構文です。
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2-2 コンポーネント指向CHAPTER 2 コンポーネント

	 2-2-1	 コンポーネント指向の理解

コンポーネント指向の主な利点

　コンポーネント指向の利点を以下に示します。

再利用可能
　一度作ったコンポーネントは、別の画面や場所でもそのまま使い回せるので、何度も同じもの
を作る必要がなくなります。

独立性
　各コンポーネントはそれぞれ単体で動くように設計されているため、他の部分に影響を与えに
くくなります。

保守性
　問題が起きたときに、そのコンポーネントだけを直せばOKです。全体をいじる必要がなく、
修正が楽です。

　つまり、Reactでは「1つの画面を小さな部品（コンポーネント）に分けて作る」ことで、効率よ
く・安全にアプリを作ることができます。

コンポーネント設計

　コンポーネントを設計すること、つまり「コンポーネント設計」とはアプリケーションのUI（画
面）を「小さな部品（コンポーネント）」に分けて設計することです。
　たとえるなら、ブロックで家を作るようなものです。 小さなブロック（コンポーネント）を組
み合わせて、大きな家（アプリケーション）を作ります。

 図2.5 　コンポーネント設計

　いきなりコードを書かずに、まずは「設計」から始めることが理解の鍵です。プラモデルの作
成も設計図なしに作ると失敗する確率が高まるように、プログラムも設計なしに作ると失敗する
確率が高まります。
　いきなりコードを書いた場合、以下のような問題が起こりがちです。

問題 内容
重複 同じようなコードを何度も書くことになります

巨大化 1つのファイルが1000行を超えることも起こります

バグ連鎖 一部を直したら別の場所で不具合が発生します

追加が怖い 新しい機能を入れるのが不安になります

読めない 他の人がコードを理解しづらくなります

　だからこそ設計が大切です。最初に時間をかけて設計することで、後の開発がスムーズになり、
結果的に時間も労力も大幅に節約できます。

簡易設計の進め方

　コードを書く前に、以下のステップで「何をどう作るか」を考えることを推奨します。

ステップ 内容

① 要件を整理する 何を作るかを明確にする

「ログイン画面が必要」、「ユーザー一覧を表示したい」など明確にしましょう

② 画面を紙に描く 見た目をイメージする

手書きでもOKなので、ページ全体の配置を考えましょう

③ コンポーネントを特定する 画面の部品を見つける

「ここはボタン」、「これはフォーム」などと分けましょう

コンポーネント設計
2-2

SEC TION

コンポーネント指向

「コンポーネント指向」とは、Reactで画面を作るときのいちばん大事な考え方です。
Reactでは、画面を「1つの大きなかたまり」として作るのではなく、「小さな部品（コ
ンポーネント）」を組み合わせて作っていきます。
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3-1 props（プロップス）の基礎CHAPTER 3 props（プロップス）とstate（ステート）

	 3-1-1	 props（プロップス）の概要
　「props」は、「親コンポーネントから子コンポーネントへ値を渡す仕組み」です。英語の
「properties（特性、属性）」の略になります。
　たとえば、親コンポーネントが「データ（例：ユーザー情報）」を持っていて、それを子コンポー
ネントに「受け渡し」したいときに使います。
　「props」を現実世界の例でたとえると「バケツリレー」のようなイメージです。

 図3.1 　propsのイメージ（バケツリレー）

「props」のルール

　「props」は使用するにあたって幾つかルールがあります。

● 親から子へ渡す
propsは親コンポーネントから子コンポーネントへ渡すために使います。親が子に「バケツ」

を手渡すイメージです。
● 単方向データフロー
データは親→子にしか渡せません。子→親には直接渡せません（逆流はできない）。バケツ

リレーのように、水は一方向にしか流れないイメージです。
● 読み取り専用
子コンポーネントではpropsの値を変更できません（変更するとエラーになります）。渡され

たバケツの中の水を、勝手にコーラに変えられないイメージです。

	 3-1-2	 props（プロップス）の使用方法
　では早速「ユーザー一覧画面」にpropsを適応していきましょう。
ここでは、値を渡す方を「親コンポーネント」、値を受け取る方を「子コンポーネント」とします。

	 1	 UserRow（子コンポーネント）へpropsを適応

フォルダ名 src/components

コンポーネントファイル UserRow.jsx

　props適応前はユーザー情報が仮データで設定されています（リスト3.1）。これをpropsを使っ
て親コンポーネントから値を受け取るように修正します（リスト3.2）。

 リスト3.1 　UserRow.jsx（props適応前）

 リスト3.2 　UserRow.jsx（props適応後）

　ソースコードの重要点を以下に示します。

001:

002:

003:

004:

005:

006:

function UserRow() {

  // 仮のデータ（1人分）
  const id = 1;

  const name = “山田太郎”;
  const age = 33;

・・・既存コード・・・

001:

002:

003:

004:

005:

006:

007:

008:

009:

010:

011:

012:

013:

014:

015:

016:

function UserRow(props) {

  // 仮のデータは削除またはコメントアウト
  // const id = 1;

  // const name = “山田太郎”;
  // const age = 33;

・・・既存コード・・・
  return (

    <tr>

      <td style={cellStyle}>{props.id}</td>

      <td style={cellStyle}>{props.name}</td>

      <td style={cellStyle}>{props.age}</td>

    </tr>

  );

}

export default UserRow;

3-1
SEC TION

props（プロップス）の基礎

先ほど作成した「ユーザー一覧画面」には実は問題があります。それは、UserRowコ
ンポーネント（ユーザー情報の1行）にダミーデータ（固定値）を直接書いてしまってい
るため、毎回同じ内容しか表示できないという点です。この問題を解決するために、
この章では「props（プロップス）」という仕組みについて学びましょう。
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3-2 state（ステート）の基礎CHAPTER 3 props（プロップス）とstate（ステート）

	 3-2-1	 state（ステート）の概要
　「state」は日本語では「状態」と訳されます。一言で説明すると「コンポーネントの状態記録係」
のようなものです。たとえば、次のようなものが「state」になります。

● ボタンを何回押したか覚える
● 入力した文字を記憶する
● チェックボックスの状態を保存する

　これらはすべて「最初の状態から変化する可能性があるデータ」です。Reactでは、このような
データは「state」を使って管理します。
　言葉だけではなかなか理解しづらいですよね。
　それでは、3つのサンプルコードを使って「state（状態）」のしくみを学んでいきましょう。学
習の途中で、ES6（ECMAScript 2015）で導入された書き方についても、コラム形式で解説してい
ますので、あわせて参照してください（注2）。

	 3-2-2	 state（ステート）の使用方法

カウンターアプリの作成（stateの動きを体験）

　1つ目のサンプルコードは、シンプルなカウンターアプリです。下記ファイルを作成し、
useStateを使用した処理を記述します（リスト3.13）。

（注2） ES6（ECMAScript 2015）とは、JavaScript に大きな新機能を追加した “新しい文法セット ”のことです。

フォルダ名 src/components

コンポーネントファイル CounterApp.jsx

 リスト3.13 　CounterApp.jsx

　ソースコードの重要点を説明する前に、今回使用する「useState」の構文を以下に示します。

useStateの構文

● 〇〇は「状態（現在の値）」を格納する変数です
● set〇〇は、その状態を更新（書き換える）ための関数です
● 「初期値」は、変数〇〇に最初に入れておく値です。ページ表示時に一番はじめに入る値です。

useで始まる関数は、Reactではフック（Hook）と呼ばれます

　上記の形で書くことで、Reactコンポーネントの中に「状態を記憶する値」と「それを変更する
方法」をセットで準備することができます。
　フック（Hook）とは、Reactのコンポーネントの中で「特別な機能」を使えるようにするための「入
り口（ひっかける場所）」のことです。React のコンポーネントは本来ただの関数であり、単独で

001:

002:

003:

004:

005:

006:

007:

008:

009:

010:

011:

012:

013:

014:

015:

016:

017:

018:

019:

020:

021:

022:

import { useState } from ‘react’;

function CounterApp() {

    // ①useStateを使ってカウントのステートを定義
    const [count, setCount] = useState(0);

    const handleClick = () => {

        // ②ボタンがクリックされたときにカウントを1増やす
        setCount(count + 1);

    };

    return (

        <div>

            {/* ③カウントの値を表示 */}

            <p>現在のカウント: {count}</p> 
            {/* ④クリックイベント */}
            <button onClick={handleClick}>+1する</button>
        </div>

    );

}

export default CounterApp;

const [〇〇, set〇〇] = useState(初期値);

3-2
SEC TION

state（ステート）の基礎

「props」を使って「親から子へデータを渡す方法」を学びました。ただし、現状はま
だ 「データを見せているだけ」の状態で、ユーザーが何かアクション（ボタンを押す、
入力するなど）を実施したとしても、残念ながら画面に動きはありません。Reactを「動
く」アプリにするためには、「state」という仕組みが欠かせません。ここでは「state」
について学習しましょう。
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5-1 useEffectの基礎CHAPTER 5 副作用（サイドエフェクト）の理解

	 5-1-1	 useEffect の概要
　Reactにおける「副作用（ふくさよう）」とは、画面の表示そのものとは直接関係のない処理を
指します。たとえば、API通信やタイマーの設定などがそれにあたります。
　Reactのコンポーネントは、状態（state）が変化すると自動的に再描画されますが、このよう
な「副作用の処理」は自動では実行されません。
　そこで登場するのが、副作用を管理するためのフックである「useEffect」です。useEffectを使
うことで、コンポーネントの初回表示時や特定の値が変わったときにだけ処理を実行するなど、
実行タイミングを細かく制御できます。useEffectを一言でいうと「外部とのやり取りを専門に行
う秘書」のようなものです。
　useEffectの基本的な書き方を以下に示します。

● useEffectはフック（Reactの特別な関数）
● 第一引数に「やりたい処理」
● 第二引数の [] は「いつ動かすか（依存配列）」の指定

　useEffectを使用する時には、第二引数を意識する必要があります。第二引数のことを「依存配
列」と呼びます。第二引数の使い方は複数あるので、パターン別に見ていきましょう。

useEffect(( ) => {

  // 処理を書く場所
}, [依存する値]);

再レンダリングのたびに動く書き方（依存配列なし）

　依存配列（第二引数）が省略されている場合、Reactは「すべてのレンダリング後に実行」され
ます（注1）。

初回だけ動く書き方（空の配列）

　依存配列が「空」の場合は、画面が表示されたとき（マウント時）に1回だけ実行されます（注2）。

特定の値が変わったときだけ動く書き方（変数）

　依存配列に変数を入れることで、「その変数が変わったときだけ実行」されます。上記の例では、
入力欄などで「name」の値が変わったときだけ実行されます。

	 5-1-2	 useEffect の使用方法
　「useEffect」の書き方がわかったので、実際にコンポーネントを作成して動きを確認しましょう。
　「components」フォルダ内に「EffectSample」フォルダを作成し、その中に「副作用学習」に関
するコンポーネントだけをまとめて管理します。

依存配列なし（レンダリング毎に実行）

　まずは、「依存配列なし」を使用するコンポーネントを作成してみましょう。

（注1） レンダリングとは、コンポーネントの見た目を画面に描き直すことです。
（注2） マウントとは、コンポーネントが画面に初めて表示されることです。

useEffect(() => {

  console.log(‘毎回動きます！’);
});

useEffect(() => {

  console.log(‘最初の1回だけ動きます’);
}, [ ]);

useEffect(() => {

  console.log(‘名前が変わりました！’);
}, [name]);

5-1
SEC TION

useEffectの基礎

Reactでは、画面に表示する処理（描画）を中心に行います。一方で、データの取得
やタイマー処理など、画面表示以外の処理は「副作用（ふくさよう）」と呼ばれます。こ
の章では、その「副作用」を適切に管理するための重要なフック（Reactの特別な関数）
であるuseEffectについて学びましょう。
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6-1 プロップスドリリング（props drilling）CHAPTER 6 Context（コンテキスト）の理解

	 6-1-1	 親から子への props の受け渡し
　「props」の問題を深堀するために、まずはコンポーネントを作って試してみましょう。

	 1	 機能別フォルダの作成

　「components」フォルダ内に「PropsDrillingSample」フォルダを作成し、その中に「プロップ
スドリリング学習」に関するコンポーネントだけをまとめて管理します。

	 2	 孫 → 子 → 親の順でコンポーネントを作成

　まずは、孫コンポーネントです。このコンポーネントで上から渡されるデータを表示します。

フォルダ名 components/PropsDrillingSample

コンポーネントファイル GrandChild.jsx

　上記ファイルを作成し、リスト6.1の処理を記述します。

 リスト6.1 　GrandChild

001:

002:

003:

004:

005:

006:

007:

008:

009:

010:

011:

function GrandChild({ user }) {

  return (

    <div style={{ border: “3px solid green”, padding: “10px” }}>
      <p>孫コンポーネント：こんにちは、{user.name}！</p>

      <p>年齢：{user.age}</p>

      <p>趣味：{user.hobby}</p>

    </div>

  );

}

export default GrandChild;

　ソースコードの重要点を以下に示します。

行 コード箇所 内容

1 function GrandChild({ user }) { propsの受け取り部分

親（孫からみた場合は子）から渡された userを分割代入で受け取っています

3 style={{ ・・・ }} スタイル

border: “3px solid green”
意味：緑色の3ピクセル実線の枠線を指定しています
・ 3px → 太さ（3ピクセル）
・ solid → 実線
・ green → 緑色

padding: “10px”
意味：内側の余白を指定しています
10px → 上下左右に10ピクセルの余白になる。Reactでのスタイル指定方法についてはコ
ラムで説明しています

4～6 <p>孫コンポーネント：こんにちは、{user.name}！</p>　・・・

propsを使って表示している部分

propsで受け取ったuserの各値をHTMLに埋め込んで表示します。
ここがpropsのデータを使用する箇所です

6-1
SEC TION

プロップスドリリング
（props drilling）

Reactでは、コンポーネントどうしでデータを渡すときに「props」を使います。ただし
階層が深くなると、使わないコンポーネントにまでpropsを回さなければならず、コー
ドが分かりにくくなってしまいます。ここではその問題をもう少し詳しく見ていきます。

CO LU M N Reactでのスタイル指定方法について

　Reactでは JavaScriptの中でスタイルを指定するため、通常のHTMLの指定方法とは
少しルールが異なります。表6.Aにルールの重要点を示します。

 表6.A 　スタイル指定方法

項目 説明 例
スタイルの渡し方 HTMLでは文字列、Reactでは

「オブジェクト」を渡します
{ border: “1px solid blue” }

プロパティ名の書き方 CSSのハイフン区切りは使えず、
「キャメルケース」にします

backgroundColor

値の書き方 数値に単位を付ける場合は「文
字列」で指定します

“10px”

まとめ Reactでは「JSのオブジェクト形
式」で書くのがルールです

style={{ padding: “10px” }}

　「style= {{ ・・・ }}」の二重カッコは「JSXの中に JSを書きます → その中でオブジェク
トを書きます」という意味になります。
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7-4 NotFoundページの実装CHAPTER 7 React Routerによるページ遷移

	 7-4-1	 NotFound（404）ページの概要
　NotFound（ノットファウンド）とは、ユーザーが存在しないページ（URL）にアクセスしたとき
に表示される特別なページのことであり、「404」という数字はHTTPステータスコードで「ペー
ジが見つかりません（NotFound）」という意味を表しています。
　もし404ページがなければ、存在しないURLを開いたときに画面が真っ白になったり、エラー
文がそのまま表示されたりしてしまいますが、404ページを用意しておくことで、ユーザーに
「ページが見つかりません」と丁寧に案内でき、ホーム画面に戻るリンクを用意できるほか、

Webサイト全体の使いやすさ（ユーザー体験）を向上させることができます。さっそくサンプル
を作成していきましょう。

	 1	 NotFound（404）時に表示するコンポーネントの作成

フォルダ名 components/ RouterSample

コンポーネントファイル NotFound.jsx

　上記ファイルに、リスト7.18の処理を記述します。

 リスト7.18 　NotFound.jsx

001:

002:

003:

004:

005:

006:

007:

008:

009:

export default function NotFound() {

    return (

        <div style={{ padding: 24 }}>

            <h2>   404 - ページが見つかりません</h2>

            <p>URLが間違っているか、このページは削除された可能性があります。</p>

            <a href=”/”>   ホームへ戻る</a>
        </div>

    );

}

　このNotFoundコンポーネントは、存在しないページにアクセスしたときに「404ページが見
つかりません」と知らせるための画面を作るコンポーネントです。特に新しい説明はありません。

	 2	 App.jsxに対してルーターを設定する

フォルダ名 src

コンポーネントファイル App.jsx

　上記ファイルに、リスト7.19の処理を記述します。

 リスト7.19 　App.jsx

　14行目「<Route path=”*” 」の「*（アスタリスク）」は「どんな文字列でもOK」という意味を持ち、
<Route path=”*” element={<NotFound />} />と書くことで、他のどのルートにも一致しなかっ
たときに代わりに<NotFound />コンポーネント（＝404ページ）を表示することができます。
　つまり<Route path=”*”>は「間違ったURLをキャッチして404ページを表示するための最後
の守り神」みたいなものです。他のルートが全部チェックされたあと、どれにも合わないときだ
け発動する。だから必ず一番最後に書く必要があります。

動作確認（NotFound）
　ブラウザでNotFound（404）の動きを確認してみましょう。
　まずブラウザのURLに「http://localhost:5173/xxx」（存在しないURL）を入力してEnterキー

001:

002:

003:

004:

005:

006:

007:

008:

009:

010:

011:

012:

013:

014:

015:

016:

017:

018:

019:

020:

import { BrowserRouter, Routes, Route } from “react-router-dom”;
import Home from “./components/RouterSample/Home”;
import About from “./components/RouterSample/About”;
import NotFound from “./components/RouterSample/NotFound”; // ← 404ページ
import “./App.css”;

function App() {

  return (

    <BrowserRouter>

      <Routes>

        <Route path=”/” element={<Home />} />
        <Route path=”/about” element={<About />} />
        {/* 存在しないURLをすべてキャッチ */}

        <Route path=”*” element={<NotFound />} />
      </Routes>

    </BrowserRouter>

  );

}

export default App;

7-4
SEC TION

NotFoundページの実装

React Router DOMの最後の項目では、NotFoundページについて学習します。
React Router DOMでは、NotFoundページを簡単に実装できる仕組みが用意され
ています。では、その仕組みと実装方法を確認していきましょう。
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8-2 React Hook Form の活用CHAPTER 8 フォームと入力値の管理

	 8-2-1	 React Hook Formの概要
　一言でいうと「フォームの入力やチェックをかんたんに管理できるライブラリ」です。
　通常、名前やメールなどを入力するフォームを作るときは、「useState」や「onChange」で値
を管理し、if文でチェックを書く必要がありました。ですが、それだとコードが増えてしまい、
複雑になりがちです。そこで登場するのが、「React Hook Form」です。これはフォームの入力値
やエラー表示を少ないコードでシンプルに書けるようにしてくれます。
　では、「React Hook Form」の使い方を順を追って学んでいきましょう。

	 8-2-2	 React Hook Formの使用方法

	 1	 ライブラリをインストール

　まずはReact Hook Formをプロジェクトに追加します。ターミナルで以下のコマンドを実行
します。

 図8.4 　ライブラリをインストール

npm install react-hook-form

	 2	 フォームコンポーネントを作成

　まずは、フォームのコンポーネントを作成します。

フォルダ名 components/ValidationSample

コンポーネントファイル ReactHookFormSample.jsx

　上記のファイルを作成し、その中に処理を記述していきます。処理内容が長いため、重要な部
分ごとに分割して説明します（リスト8.3～リスト8.5）。

 リスト8.3 　ReactHookFormSample ①

　ソースコードの重要点を以下に示します。

行 コード箇所 内容

1 import { useForm } from “react-hook-form”; インポート

react-hook-formライブラリからuseForm関数を取り込みます。React Hook Formを使うと、
フォームのコード量が減り、エラー処理も自動化しやすくなります

5～9 const { ・・・ 必要関数の取得

useForm()を使うと、「入力欄の管理」「エラーメッセージの表示」「送信時の処理」などが1
つの仕組みでシンプルに書けるようになります。ここで、useForm()から使いたい機能をま
とめて取り出しています。詳細については、この後説明します

　useForm() フックを利用することでフォームの値、エラー、送信処理などをまとめて管理でき
るようになります。
　提供される主な機能は表8.2の通りです。

001:

002:

003:

004:

005:

006:

007:

008:

009:

010:

import { useForm } from “react-hook-form”;

function ReactHookFormSample() {

    // useFormから必要な関数を取得
    const {

        register,               // 入力欄を登録
        handleSubmit,           // 送信時の処理をまとめる
        formState: { errors }   // エラー情報
    } = useForm();

8-2
SEC TION

React Hook Formの活用

「React Hook Form」は、フォームの値の管理やバリデーション処理をラクにしてくれ
るライブラリです。少ないコードで、かんたんに「正しい入力かどうか」をチェックでき
ます。
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9-2 非同期処理によるAPIの活用CHAPTER 9 非同期処理とAPI

	 9-2-1	 fetch 関数の概要（Promise との関係）
　fetch()は、インターネット上からデータを取得するための「命令（関数）」です。たとえば天気
予報サイトなどの外部サービスから最新情報を取りに行くときに使います。ただし、fetch()を

実行してもすぐにデータが返ってくるわけではありません。
　fetch()は「あとでデータが入ってくる箱（Promise）」を返します。この「箱（Promise）」の中には、
非同期処理の結果（＝サーバーからの応答）が後で入ってきます。そして、処理が成功するとそ
の箱の中に「レスポンス（Responseオブジェクト）」が格納されます。つまり、fetchは「すぐ結果
を返す関数」ではなく、「後で結果を渡すPromiseを返す関数」です。

① fetch()を呼んだ瞬間にデータは来ない
② 代わりにPromise（約束の箱）が返ってくる
③ 後でサーバーからのデータ（Response）が入る

そもそもPromiseとは？

　Promise（プロミス）とは、「将来データが来るよ」という約束の箱です。たとえば、fetch() や

res.json() などはPromisを返します。
　Promiseには、表9.1に示す3つの状態が存在します。

 表9.1 　Promiseのステータスの種類

状態（ステータス） 意味 現実世界でのイメージ

pending（保留） まだ結果が入っていない 注文したけど料理がまだ来ていない

fulfilled（成功） 結果（値）が入った 注文した料理がちゃんとテーブルに届いた

rejected（失敗） エラーが入った 注文が間違って出てきた、または品切れだった

　Promiseの中身には、処理が終わったときの結果が入ります（図9.3）。

● 成功した場合（fulfilled） → データ（例：APIのレスポンス）
● 失敗した場合（rejected） → エラー情報（例：通信エラー、404 など）

 図9.3 　Promiseのステータス

async（エイシンク）とは？

　asyncは「この関数の中では非同期処理を使いますよ」と宣言するキーワードです。「async」を
つけた関数は、必ず「Promise」を返す関数になります。

　このように書くことで、この関数の中で「await」を使えるようになります。つまり、asyncが

ないとawaitは使えません。

await（アウェイト）とは？

　awaitは「Promise（約束の箱）が解決するまで待つ」という指示です。通常、非同期処理はすぐ
に結果が手に入らず「箱（Promise）」で返ってきますが、「await」を使うと「結果が出るまで待っ
てから次に進む」ことができます。
　awaitは、「Promise」を返す関数に対して使うことができます。もし数値や文字列のようにす
でに結果がある値に使っても、「結果が出るまで待つ」必要がないため意味はありません。

Promise
状態 ： pending（保留）

Promise
状態 ： fulfilled（成功）

通信成功？

YES

Promise
状態 ： rejected（失敗）

NO

結果が入る エラーが入る !

async function sample() {

  // 非同期処理が使える関数
}

9-2
SEC TION

非同期処理による	
APIの活用

非同期とAPIについてイメージがついたと思うので、実際に「犬画像API」という外部
サービスと連携して、「ランダムな犬の画像を取得するアプリケーション」を一緒に作っ
てみましょう。APIとのやりとりには「fetch関数」という仕組みを使います。ステップバ
イステップで学習しましょう。
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10-1 MUIの導入CHAPTER 10 MUI

	10-1-1	 MUI の概要
　Material-UI（MUI）は、Google が提唱する「マテリアルデザイン（見やすく・使いやすく・一貫
性のあるUIデザインのルール）」に基づいたUIコンポーネントのライブラリです。プロのデザイ
ナーが作ったような一貫性のある美しいデザインが、すぐに使える形で提供されています。プロ
ジェクトにインストールするために、ターミナルで以下のコマンドを実行します。

　各パッケージについて表10.1に示します。

 表10.1 　Material-UIパッケージ一覧

パッケージ名 用途 補足説明

@mui/material MUIの本体。ボタンやテーブ
ルなどUI部品を提供する

ButtonやTextFieldなど、アプリ開発でよく
使う基本的な部品が含まれます

@emotion/react スタイルの仕組みを提供する MUIは内部でEmotionという仕組みを使っ
てスタイルをあてています

@emotion/styled CSSをJavaScriptで書くため
のツール

styled.divのように書ける便利な関数を提供
し、MUIのカスタマイズにも使えます

@mui/icons-material アイコン用の部品集
（Googleのアイコンが使える）

AddやDeleteなどのアイコンを簡単に使え
ます

 図10.1 　MUIインストール

npm install @mui/material @emotion/react @emotion/styled @mui/icons-material

	10-1-2	 MUI コンポーネントによるUI 作成
　今回は、以下2つのUI部品を実際に作りながら学習します。

● ボタン（Button）
● 入力フォーム（TextField）

	 1	 機能別フォルダの作成

　「components」フォルダ内に「MUISample」フォルダを作成し、その中に「MUIの学習」に関す
るコンポーネントだけをまとめて管理します。

	 2	 コンポーネントの作成

　まずは、Buttonコンポーネントを使ってみます。

フォルダ名 components/MUISample

コンポーネントファイル ButtonExample.jsx

　上記のファイルを作成し、その中に処理を記述していきます。これから、重要な部分ごとに分
割して説明します（リスト10.1～リスト10.4）。

リスト 概要

リスト10.1 MUIのインポート部分

リスト10.2 MUIを利用した JSXの表示部分

リスト10.3 MUIで用意されている色を使用する部分

リスト10.4 MUIで用意されているアイコンを使用する部分

　まずは、MUIのインポート部分です（リスト10.1）。

 リスト10.1 　ButtonExample ①

　インポートした各コンポーネントについて表10.2に示します。

001:

002:

003:

004:

005:

// Material-UIのレイアウトとボタンコンポーネントをインポート
import { Box, Button, Stack } from ‘@mui/material’;
// Material-UIのアイコンコンポーネントをインポート
import { Add, Delete, Edit } from ‘@mui/icons-material’;

10-1
SEC TION

MUIの導入

この章では、Reactアプリに Material-UI（MUI） を導入して、見た目がきれいで使い
やすい画面を作る方法を学びます。アプリに対し、プロっぽいデザインを加えて、もっ
と見やすく、もっと使いやすいものにしていきましょう。

188 189

C
H

A
P

T
E

R

10




